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検討会の設立趣意書・規約について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 



 
 

 
 

国道２号 コネクトパーキング宮島整備事業計画検討会 
設立趣意書 

 

 

トラック運送業界は、国民の暮らしと経済を支える国内物流の基幹

的役割を担うとともに、大規模な自然災害が発生するとその機動力を発

揮して迅速かつ的確に物資輸送にあたるなど、国民のライフラインとし

ての役割を果たしている。 

一方、不規則な就業形態や長時間労働等を背景にドライバー不足が深

刻化し、また、２０２４年４月からは年９６０時間の時間外労働の上限

規制が適用され、労働関係法令を遵守しながら現水準の物流を確保する

必要があり、物流の効率化、長時間労働等の改善に向けた働き方改革の

取組を速やかに実施する必要がある。 

 

この取り組みの中で、特に中間地点付近でトラクター交換やドライバ

ー交代などを行う「中継輸送」は、ドライバーの労働環境の改善や法令

遵守に大きく寄与する取組みとなっている。 

 

上記の背景を踏まえ、関係者とともに専門的・学術的見地から幅広い

意見交換を行い、中継輸送機能を確保した物流輸送拠点整備の事業計画

をとりまとめるとともに具体的な施設計画や管理運営手法等について

検討することを目的として、本検討会を設立するものである 

 



別紙 

 
 

国道２号 コネクトパーキング宮島整備事業計画検討会 規約（案） 

 

（趣旨）  

第１条 本規則は、「国道２号 コネクトパーキング宮島整備事業計画検討会」（以下、「検討会」と

いう）の委員、組織、会議、庶務その他検討会の設置等に関して必要な事項を定めるものであ

る。 

 

（目的）  

第２条 本検討会は、国道２号の廿日市市佐方における物流輸送拠点の整備に関して事業計画のとりま

とめや具体的な施設計画、管理運営手法等について検討することを目的とする。 

 

（検討会の委員及び組織）  

第３条 委員は、広島県の交通工学や都市計画・地域計画等の実情に精通した、公平な立場にある有識

者およびトラック業界に精通した協会、関係自治体とする。 

２ 検討会の構成については別紙のとおりとする。 

  

（外部からの意見聴取）  

第４条 検討会での検討事項に応じて委員長が必要と判断した場合、外部専門家の意見を聴くことがで

きる。 

 

（検討会の事務局）  

第５条 検討会の事務局は広島国道事務所計画課とする。 

 

（委員長）  

第６条 検討会には、委員の互選により委員長をおく。 

２ 委員長は、会務を総理し検討会を代表する。 

３ 委員長に事故があるときは、委員長が指名する委員がその職務を代行する。 

 

（雑則）  

第７条 この規則に定めるものの他、検討会の議事手続き、その他運営に関して必要な事項は委員長が

定める。 

 

（附則） 

この規約は、令和５年 ３月 １４日から施行する。 

この規約は、令和６年 ２月  ●日から施行する。 
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 国道２号 コネクトパーキング宮島整備事業計画検討会 
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１.第1回検討会の振り返り



第1回検討会について
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 第1回は設立趣意書・規約、コネクトパーキング宮島の整備計画（案）について検討し、委員からの了解を得た。
 将来技術や周辺環境・施設との連携等について留意しながら整備計画を進めていくこととした。

コネクトパーキング宮島整備事業計画検討会（第１回）
・日時：令和５年３月１４日（火）
・場所：広島国道事務所

議事概要

設立趣意書
規約

・設立趣意・規約（案）について委員の了解を得た。
・張委員を本検討会の委員長とする。

整備計画

・整備計画について、委員の了解を得た。
・事業の実施にあたっては以下の事項に留意しながら進めていく事。

-ダブル連結トラックも各社で普及してきているため、留意していただ
きたい。

-山陽道からのアクセス等も構造上の確認など含め検討すべきである。
-施設の運用についても周辺施設との連携も視野に入れた方が維持管理
運営は検討しやすいと思われる。

主な意見

・若年層は働き方について日帰りなどができることを求められているた
め中継輸送の取り組みは重要である。
・宮島SAや他のSA含め、休憩と中継の機能の役割分担ができればよいと

考える。
・今後の検討にあたっては、利用される物流企業の参画も視野に入れた
ほうがよい。



整備検討の背景
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コネクトパーキング宮島整備計画（概要）一部加工して再掲

■検討の背景

■物流に関する施策や制度

■実証実験



整備計画
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■コネクトパーキング宮島整備計画の概要

コネクトパーキング宮島整備計画（概要）一部加工して再掲



２.整備計画 【別添】



３.審議する事項

１）施設機能

２）駐車マス数



第2回検討会の審議事項
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 第2回検討会の審議事項は、１）施設機能、２）駐車マス数である。

項目 内容

１）施設機能

・コネクトパーキング宮島に必要な施設機能の検討
-物流施設に関する他事例の整理
-コネクトパーキング宮島の周辺施設とその機能
-アンケート結果（令和4年12月実施）

２）駐車マス数

・駐車マス数の検討方針
-コネクトエリア浜松の駐車マス数と利用状況



３.審議する事項

１） 施設機能の検討



施設機能検討の概要
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 施設機能について、物流施設に関する他事例の整理、コネクトパーキング宮島の周辺施設とその機能の整理、アン
ケート結果（令和4年12月実施）の整理を基にコネクトパーキング宮島に必要な施設機能の検討を行う。

①物流施設に関する他事例の整理

②コネクトパーキング宮島の周辺施設とその機能

③アンケート結果（令和4年12月実施）

・全国の物流施設を対象に施設機能を整理

-対象(1）トラックステーション、一般トラックターミナル、（2）コネクトエリア浜松

【コネクトパーキング宮島に必要な施設機能の検討】

・廿日市市新機能都市開発事業、宮島SA、佐方SAの施設機能を整理

・事業者、ドライバーからのニーズが高い施設機能を整理

・上記内容を基に、コネクトパーキング宮島に必要な施設機能を整理。



 コネクトパーキング宮島における施設機能および施設配置の検討を行うため、
トラックが利用している全国の施設を対象に施設機能を整理した。

①施設機能の整理
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｜●トラックステーション

主に全日本トラック協会 会員事業者の運転者が
優先的に利用できる休憩等のための施設
・全国に23か所存在

｜●一般トラックターミナル

契約した事業者が大型 中型・小型間の
貨物積み換えを行う施設
・全国に22か所存在

出典：北海道トラック協会HP

出典：日本自動車ターミナルHP

｜●コネクトエリア浜松、●浜松SA（下り）

コネクトエリア浜松は関東～関西の中間地点に
位置する中継輸送拠点
・浜松SA（下り）に隣接し、徒歩で移動可能

出典：コネクトエリア浜松HP

｜●宮島SA（上り下り）、佐方SA（上り下り）
コネクトパーキング宮島予定地の周辺施設
・廿日市市新機能都市開発事業推進中

出典：国道2号コネクトパーキング宮島 整備計画

地理院地図を加工し作成

※施設同士が近くに位置する場合は重ならないように表示



(1)全国のトラックステーション・一般トラックターミナルが有する施設機能
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 TSは休憩、食堂、自販機、トイレ、宿泊を伴わない入浴/シャワー、コインランドリー、情報提供、事務室等の機能
を有する傾向。

 TTは中継作業スペース、洗車場、事務室、仮眠、トイレ等の施設機能を有する傾向。
 TSは主に休憩、TTは主に中継作業に必要な機能を有しており、目的に応じた施設機能が設置されている。

▼機能を有する施設の割合

■トラックステーション（TS） ■一般トラックターミナル（TT）

-全日本トラック協会が建設・管理・運営を行い、
 会員が優先的に利用できる休憩等のための施設。

出典：公益社団法人 全日本トラック協会HP

・23か所のうち5割以上が下記の施設機能を有する
-休憩、食堂、自販機、トイレ、コインランドリー、

 宿泊を伴わない入浴/シャワー、情報提供、事務室

-設置には国土交通大臣の許可が必要。契約した事業  
者が 大型-中型・小型間の貨物積み換えを行う施設。

・22か所のうち5割以上が下記の施設機能を有する
-中継作業スペース、洗車場、仮眠、
 事務室、トイレ

出典：公益社団法人 全国トラックターミナル協会HP

※貨物の積込み、積降ろし、コンテナの取外しは行えない。

※その他、自転車無料貸出、女性用休憩施設あり。 ※足立、板橋、京浜、東大阪TTに診療機能あり

※他 整備工場、寝具リネンサービス、理容室、薬局等

宿
泊
を
伴
わ
な
い

入
浴/

シ
ャ
ワ
ー

▼機能を有する施設数

N=23

N=22

機能

機能を有する施設数

TS
(23か所)

TT
(22か所)

宿泊 10 6

仮眠 7 12

休憩 20 10

食堂 16 6

売店 8 10

自販機 21 8

トイレ 23 22

宿泊を伴わない
入浴/シャワー

23 10

コインランド
リー

19 4

道路情報提供 23 0

事務室 23 22

燃料給油 6 11

洗車場 0 17

中継作業
スペース

0 22

診療 0 4

※ 枠囲みは50%以上の施設が有する機能

道
路
情
報
提
供

出典：国土交通省 トラックターミナルについて



【設立背景】
1961年に都市部の交通渋滞への対策として大型車の都市部進入を制限する車両制限令が施行され、これに対応するため民間事業者は中継

所として大型車から小型車に貨物の積み替えを行うトラックターミナルの建設を開始。1962年に株式会社仙台トラックターミナルが自動車
ターミナル法の免許（第1号）を受けて仙台に一般トラックターミナルを開設。 1965年に政府、東京都、民間自動車運送業者が共同出資し、
日本自動車ターミナル株式会社を設立し、1968年に京浜トラックターミナルを開設。同年に大阪府都市開発公社が東大阪トラックターミナ
ルを開設。その後全国に展開された。

参考：日本自動車ターミナル株式会社HP
参考：ヤマトホールディングスHP ヤマトグループ100年史 第5章長距離路線の拡張と総合運送体制の構築について

【参考】トラックステーションと一般トラックターミナル
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項目 内容

設置者
公益社団法人全日本トラック協会 施設事業部が建設・管理・運営

管理者

利用者
・全日本トラック協会会員事業者の運転者が優先的に利用可能
・会員：402会員

項目 内容

設置者 ・民間事業者
ただし自動車ターミナル法 第二章 第三条 第一項 第二号 に基づく国土交通大臣の許
可が必要管理者

利用者 ・管理者と契約した事業者

■トラックステーション（TS）

■一般トラックターミナル（TT）

参考：国土交通省 総合政策局物流政策課 物流産業室 トラックターミナルについて

参考：全日本トラック協会HP

【設立背景】
自動車運転者の労働時間改善が極めて重要であり、労働者の福祉向上や過労運転による交通事故の防止が必要であるという課題が存在し

た。1979年に労働省から労働時間改善基準が発表され、その中でトラック運転者の休憩施設の整備が必要であると考えらえていた背景から、
トラック業界では運輸事業振興助成交付金を活用し、トラックステーションの整備が進められてきた。

参考：国土交通省 トラックステーションの整備



(2)コネクトエリア浜松における施設機能
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機能

コ
ネ
ク
ト
エ

リ
ア
浜
松

浜
松S

A

（
下
り
）

宿泊

仮眠

休憩 ● ●

食堂 ●

売店 ●

自販機 ● ●

トイレ ●

宿泊を伴わない
入浴/シャワー

●

コイン
ランドリー

●

道路情報提供 ●

事務室

燃料給油
●

（EV含）

洗車場

中継作業
スペース

●

診療

■施設機能の整理

 コネクトエリア浜松の施設機能は中継作業スペース、一時待機所、自動販売機がある。
 隣接する浜松SAではシャワー、食堂、売店、トイレ等の施設機能があり、コネクトエリア浜松からは徒歩での移動

が可能である。
 コネクトエリア浜松では隣接する浜松SA（下り）と連携をすることで施設機能を補っている。

■施設について

出典：中日本高速道路株式会社 H31.1 コネクトエリア浜松の取り組みについて



出典：国土地理院ホームページ 電子国土ｗｅｂ地理院地図

至 

大
竹
市

至 大竹市

至 広島市

2

至 広島市

コネクトパーキング宮島

②コネクトパーキング宮島の周辺施設とその施設機能
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 整備予定地の周辺には廿日市市新機能都市開発事業、宮島SA、宮島SIC、佐方SAが存在する。
 廿日市市新機能都市開発事業における観光交流施設には宿泊施設、温浴施設、飲食店、体験型施設、地元産品の販

売などを予定。
 宮島SAは宿泊（上りのみ）、飲食、売店、トイレ、情報提供、ガソリンスタンド、防災拠点自動車駐車場の指定。
 佐方SAはコンビニ、トイレの機能がある。

＜廿日市市新機能都市開発事業＞ 参考：廿日市市HP 新機能都市開発事業の概要

機能
廿
日
市
市

事
業

宮
島SA

（
上
り
）

宮
島SA

（
下
り
）

佐
方SA

（
上
り
）

佐
方SA

（
下
り
）

宿泊 ● ●

仮眠

休憩 ● ●

食堂 ● ● ●

売店 ● ● ● ●

自販機 ● ●

トイレ ● ● ● ● ●

宿泊を伴わない
入浴/シャワー

コインランドリー

道路情報提供 ● ● ●
（ポスター掲示）

●
（ポスター掲示）

事務室

燃料給油 ●
（EV含）

●
（EV含）

洗車場

中継作業スペース

診療

■周辺状況 ■機能の整理

観光・交流施設、工業施設用地、多目的エリアを整備予定。
加えて国道2号西広島バイパスと山陽自動車道 宮島SA・SIC を連絡する
アクセス路が整備される計画

｜佐方SA（上下）

・コンビニ、トイレ

｜廿日市市新機能都市開発事業

・宿泊施設、温浴施設、リゾート体験、
飲食店、体験型施設、地元産品の販売など

・企業などの工場

｜宮島SA（上下）・宮島SIC

・宿泊（上り）、飲食、売店、トイレ、情報提供、
ガソリンスタンド、防災拠点自動車駐車場の指定

E2



③物流事業者・トラックドライバーアンケート（令和4年12月実施）
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 広島国道事務所・広島大学の共同研究において、中継輸送拠点の必要性や施設の規模・機能について検討を行うた
め、令和4年12月にアンケート調査を実施した。

項目 内容

実施主体 広島大学、広島国道事務所

実施時期 令和4年12月 、令和5年2月8日-18日（トラックドライバーのみ追加調査）

実施方法
・WEBアンケート調査：トラック協会HP掲載
追加調査：広島県内のSA/PA/トラックステーション/道の駅にてWEBアンケートのQRコードを配布

対象 全国の運送・物流事業者およびトラックドライバー

回答数 事業者：５５社、ドライバー：43名

調査目的 中継輸送拠点の必要性や、施設の規模、機能について検討を行うため

■調査概要

▼運送・物流事業者への調査内容

区分 設問項目

基礎情報 事業所所在地・連絡先

トラック保有台数 車種ごとの保有台数

事業の状況 ドライバー数、荷主の業種、年間取引量等

広島県を経由する
配送の概要と
中継の意向

発着地、車種ごとの台数等
広島県内での中継意向・想定台数・利用時間帯

必要な機能 ロッカー、トイレ、シャワー等の必要機能

有料 有料の際の利用意向、許容できる金額

中継形態
望ましい中継方法
他社との中継輸送

自由意見
事業活動における課題や道路行政に望むこと
中継輸送に期待する効果・実施に向けた課題等

区分 設問項目

輸送状況 広島県の経由頻度、発着地、発着時刻、業種、車種

休憩
広島県内での休憩有無、休憩時間帯、
満足度、満足度の理由

中継拠点
望ましい中継方法、
中継拠点の利用意向、中継拠点に必要な機能

滞在時間

①：中継拠点のみ
②：①＋トイレ・自販機
③：②＋待機・事務・食堂
④：③＋物販・シャワー・仮眠

属性 性別、年齢、ドライバー歴、契約形態

自由意見 道路行政や運送事業者に望むこと

▼トラックドライバーへの調査内容



物流事業者・ドライバーの意見

17出典：国道2号コネクトパーキング宮島 整備計画 p21抜粋

 物流事業者からのニーズが高い機能はトイレ・中継作業スペース・待機スペース・仮眠ベッド・シャワー・自販
機・食堂・物販施設である。

 ドライバーからのニーズが高い機能は待機スペース、シャワー、トイレ、自販機である。
 物流事業者・ドライバーともにニーズが高い機能は、待機スペース、シャワー、トイレ、自販機、食堂である。

機能
物流
事業者

ドライ
バー

仮眠 ●

休憩 ● ●

食堂 ●

売店 ●

自販機 ● ●

トイレ ● ●

宿泊を伴わない
入浴/シャワー

● ●

道路情報提供

事務室

中継作業
スペース

●

診療機能

▼施設機能の整理（アンケート内に掲載機能）

10件以上

※10件以上の機能に●を記載

回答数：55社

回答数：19人



施設機能に対して想定される滞在時間
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 中継作業スペースのみの場合、想定滞在時間は30分以下が約6割を占める。
 加えて、トイレ･自販機、待機･事務･食堂がある場合、想定滞在時間は60分以下が約8割、30分以下が2割を占める。
 更に、物販･シャワー･仮眠が加わる場合は、想定滞在時間は60分以下が約7割、90分以上が約3割を占める。
 施設機能に応じて想定滞在時間が異なっており、ドライバーの滞在時間に応じた施設機能の検討が必要となる。

■ドライバーへのアンケート （令和4年12月実施）

｜中継のみ

・30分以下の利用意向が約6割を占める。

｜中継＋トイレ･自販機

・30分以下の利用意向は約2割。

・60分以下の利用意向が約8割を占める。

｜中継＋トイレ･自販機＋待機･事務･食堂

・30分以下の利用意向は約2割。

・60分以下の利用意向が約8割を占める。

｜中継＋トイレ･自販機＋待機･事務･食堂
＋物販･シャワー･仮眠

・30分以下の利用意向は約2割。

・60分以下の利用意向が約7割を占める。

・90分以上の利用意向が増え、約3割を占める。

【利用意向のあるドライバーへの設問】

回答数：19人（中継拠点の利用意向があるドライバー）



②コネクトパーキング宮島 周辺施設

コネクトパーキング宮島に必要な施設機能

19

廿日市
市事業

宮島SA
上り

宮島SA
下り

佐方SA
上り

佐方SA
下り

● ●

● ●

● ● ●

● ● ● ●

● ●

● ● ● ● ●

● ● ●
（ポスター掲示）

●
（ポスター掲示）

●（EV含） ●（EV含）

コネクト
エリア
浜松

浜松SA
下り

● ●

●

●

● ●

●

●

●

●

●（EV含）

●

 コネクトパーキング宮島において周辺施設との連携を踏まえると、以下の項目が必要機能だと想定される。
- 休憩[待機スペース]、自販機、トイレ、道路情報提供、中継作業スペース※１

（※１ドライバー交換、トレーラー・トラクター方式、スワップボディコンテナ方式を想定）

■想定される必要な機能

機能

宿泊

仮眠

休憩

食堂

売店

自販機

トイレ

宿泊を伴わない
入浴/シャワー

コインランドリー

道路情報提供

事務室

燃料給油

洗車場

中継作業スペース

診療

コネクト
パーキング

宮島

△

○

○

◎

△

△

◎

△

△

◎

備考

周辺施設と連携

コネクトエリア浜松に設置

周辺施設と連携

周辺施設と連携

コネクトエリア浜松に設置

道路施設として設置

道路施設として設置

周辺施設と連携

中継輸送施設として設置

周辺施設と連携

事業者・ドライバーからの要望があった機能の必要性については
周辺施設との役割分担などを踏まえて検討

TS
(23か所)

TT
(22か所)

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

●

● ●

● ●

●

●

●

物流
事業
者

ドラ
イバ
ー

- ※ -

●

● ●

●

●

● ●

● ●

● ●

- -

- -

- -

●

③アンケート
(R4.12)

※ -：選択肢にない機能

①他事例

◎：道路施設、中継輸送施設として必要
○：実績（コネクトエリア浜松）を参考
△：市場調査で必要性を検討

※○、△については、今後管理運営の公募要件も踏まえた検討が必要。

※R4.12に実施したアンケート調査の追加ニーズ調査を実施予定。



３.審議する事項

２） 駐車マス数



コネクトエリア浜松の駐車マス数と利用台数
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 コネクトエリア浜松の駐車マス数は30台。
 2022年度の延べ利用台数は１万台を超え、前年度比 33%増で利用台数は年々増加している。

出典：中日本高速道路株式会社 定例記者会見資料６ 2023年5月31日
中継輸送拠点『コネクトエリア浜松』の利用台数増加中 ～2022 年度の利用状況～ 

■駐車マス数

30台

■延べ利用台数の推移

出典：中日本高速道路株式会社 コネクトエリア浜松の取り組みについて

コネクトパーキング宮島の駐車マス数は整備計画で示した30台とし、利用形態等のニーズ調査を今後実施する。

※駐車マスレイアウトにおいて、中継輸送機能としての利用形態について追加ニーズ調査を実施予定



４.今後の進め方



山陽自動車道・宮島SAにおける中継輸送実証実験の実施

第１回 コネクトパーキング宮島の整備に関する検討会

整備計画策定

第2回 コネクトパーキング宮島の整備に関する検討会

市場調査・ニーズ調査（アンケート）

コネクトパーキング宮島の整備に関する検討会

今後の進め方について

23

（審議事項） ○規約、検討事項、スケジュール 等
○コネクトパーキング宮島の整備方針(案)

（調査内容（案））○施設の維持管理・運営手法
○参画しやすい公募条件
○施設機能・中継輸送のニーズ 等

○マス数の検討
○施設機能の検討

（審議事項）

（審議事項（案））○整備位置、施設機能の精査
 ○周辺道路からのアクセス検討  
 ○施設の維持管理・運営



５.今後の検討事項

１）宮島SICとの連携

２）施設の維持管理・運営



第2回検討会以降の検討事項

25

 第2回検討会以降の検討事項は、１）宮島SICとの連携、２）施設の維持管理・運営である。

項目 内容

１）宮島SICとの連携 ・宮島SICの通行車両

２）施設の維持管理・運営 ・物流施設の維持管理・運営に関する事例整理



５.今後の検討事項
１）宮島SICとの連携



宮島SICの通行車両

27

 宮島SICでは、車長12メートル以上の車両や特殊車両の通行ができない。
 当該車両がコネクトパーキング宮島を利用する場合、廿日市IC等を経由する必要がある。

廿日市市役所HP 宮島スマートインターチェンジの利用方法

・12m以下の車両

一般的制限値の車両
（道路法第 47 条第 1 項、車両制限令第 3 条）

■宮島SICの利用方法

出典：特殊車両通行ハンドブック2022

・12ｍ以上、特殊車両

｜バン型セミトレーラ

｜コンテナ用セミトレーラ

出典：国土交通省関東地方整備局 特殊な車両とは

※その他、最小回転半径、総重量等の制限値あり



５.今後の検討事項
２）施設の維持管理・運営



施設の維持管理・運営について

コネクトエリア浜松

物流事業者

コネクトエリア
浜松

民間事業者
NEXCO
中日本

・利用料金
・月会費

売上（運営費等除く）
※両社折半 整備費

※両社折半

施設の整備・運営 拠点スペースの確保

売上（運営費等除く）
※両社折半

出典：中日本高速道路株式会社コネクトエリア浜松の取り組みについて

物流事業者
（テナント）

トラック
ターミナル

民間事業者

・賃料
・共益費

売上

施設の整備・維持管理
拠点スペースの確保

整備費・維持管理費

トラックターミナルトラックステーション

物流事業者
（会員）

トラック
ステーション

全日本
トラック協会

テナント料等

施設の整備・維持管理
拠点スペースの確保

整備費・維持管理費

会員費

 コンセッション（公共施設等運営権）制度等の活用も念頭に入れ、市場調査を通じて効率的・効果的な管理運営を
検討予定。

出典：広島市西部トラックターミナル ヒアリングより作成出典：全日本トラック協会HPを参考に作成

29

29

物流事業者

コネクトパーキング
宮島

民間事業者 国土交通省

利用料金
・月会費

売上

コンセッション
契約

(参考)コンセッション方式のイメージ(参考)PFI方式のイメージ

物流事業者

コネクトパーキング
宮島

民間事業者 国土交通省

利用料金
・月会費

施設の整備・運営・
維持管理・大規模修繕

売上

PFI契約

施設の運営・
維持管理・大規模修繕

施設の整備
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